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平素は、一般社団法人 日本環境アセスメント協会（JEAS）の事業活動に格段のご支援とご協力

を賜り厚くお礼申し上げます。 

今回は、「河川や海洋のプラスチックごみ」をテーマとした公開技術セミナーを開催します。 

ご多忙の時期とは存じますが、多数ご参加下さいますようお願い申し上げます。 

 

■開催日時  令和 3 年 12 ⽉ 1 ⽇（⽔）13:30〜17:30（13:00 受付開始） 

■開催場所  大阪ガーデンパレス 2 階 牡丹の間 

        〒532-0004 大阪市淀川区西宮原 1-3-35【TEL】06-6396-6211 

■募集人員（いずれも、先着順） 

       会場 30 名 ・ オンライン 100 名（すべての⽅対象） 

・引き続き新型コロナウィルス感染症対策のため、入場者数を制限しております。 

■参 加 費  会員・⾏政担当者（無料） ・ ⾮会員（1,000 円） 

■申込方法 

・ご案内メール下段の参加登録⽤ URL より参加申込みをお願いします。 

・参加登録フォームに必要事項を記載し、「今すぐ登録する」をクリックしてください。 

・登録のメールアドレスにオンライン参加用 URL が別途、自動送信されますので、参加者

毎に参加登録をお願いします。】 

・提出期限︓11 ⽉ 22 ⽇（⽉）まで 

■参加方法 

（全員共通） 
・参加登録フォーム送信後、Micrsoft Teams より「席は予約されています︕」と記載され

たメールが自動送信されます。 

・会員・行政担当者の参加者へは、登録内容の確認が必要な場合のみ、事務局から連絡を

差し上げます。 

・非会員の方へは、参加申込み後、別途、参加費の支払方法をご案内します。 

（オンライン参加者） 
・受付開始時間（12/1 13:00）になりましたら、席の予約をお知らせしたメールに記載の

「イベントに参加する」をクリックしてご入場ください。 

（会場参加者） 
・会場参加者（非会員の方以外）には、連絡はいたしませんので、当日、会場までお越しく

ださい。 

■その他 

※このセミナーは JEAS-CPD 制度の認定プログラム対象セミナーとなっています。 

※環境アセスメント士をはじめとして当協会のCPD 認定プログラムが活用できる資格をお持

ちの受講者の方には、会場参加の場合は当日、オンライン参加の場合は後日電子メールに

て認定証を発行します。【◎参加登録フォームに必要事項を記載願います。】 

※募集人員を超えて応募があった場合、お断りの連絡をさせていただく場合があります。 

※新型コロナウィルス感染症の発生状況によっては、実施方法を変更する場合があります。 

 

【本セミナーに関するお問い合わせ先】 

 〒541-0052 大阪市中央区安土町 1-3-5 株式会社ＫＡＮＳＯテクノス 環境部内 

 （一社）日本環境アセスメント協会 関西支部事務局 藤井義之 

 TEL 080-5760-6076  FAX 06-6263-7313 Email：fujii_yoshiyuki@kanso.co.jp 



令和 3 年 12 月 1 日（水） 於大阪ガーデンパレス 

JEAS 関西支部 令和 3 年度 第２回公開技術セミナー 

 プ ロ グ ラ ム  
13︓00 （受付開始） 
 
13︓30  開会挨拶 
13︓35  講演１（90 分） 

 

 

 
 

 
プラスチックごみはグルーバルな環境問題であると共に、海洋ごみの発生源の 7-8 割は

陸域起源と言われており、身近な問題でもあります。 
本講演では、国内の陸域から河川、海域にわたるプラスチックごみの動態について、  

観測結果をベースに紹介します。 
 

15︓05  休憩（10 分） 
 
15︓15  講演２（90 分） 

 

 

 
 

 
海洋に浮遊するマイクロプラスチックについては、その調査ガイドラインが急速に整備

されつつある。環境省が主導して実施したマイクロプラスチック調査に関する調和化事業
を例にして、現在、世界で多くの研究者が採用している採取方法と二次的なデータ処理に
要するメタデータの種類、化学処理やスペクトロメトリーを含む研究室における分析工程、
および標準データを作成する二次的なデータ処理について概説します。 

加えて、先ごろ公開された世界の海洋におけるマイクロプラスチック浮遊量の二次元マ
ップや格子データを紹介する。さらにこれらデータをもとに実施される数値モデリングの
設計概要や、いま研究者が挑戦を始めたばかりの微細マイクロプラスチックの調査におけ
る問題点や見通しについても解説します。 

 
16︓45  休憩（10 分） 
 
16︓55  講演３（30 分） 

 

 

 
 

 
協会活動は「JEAS 中長期ビジョン（2018～2027）」の実行計画である「新中期計画 2019

～2021」に基づき進めている。昨年 10 月に 2050 年カーボンニュ－トラルを目指す政府の
宣言に伴い、環境政策の見直しが加速され、風力発電規模要件の変更や改正温暖化対策法
など再生可能エネルギーの促進が図られている。そこで、環境アセスメントを巡る最近の
動向と今後の協会活動についてお話しします。 

 

17︓25  閉会挨拶 
17︓30  閉会  

「令和3年度︓環境アセスメントを巡る最近の動向と今後の協会活動について」 
⼀般社団法⼈ ⽇本環境アセスメント協会 会⻑   梶 ⾕  修 様 

「陸域から河川、海域におけるプラスチックごみ汚染の現状と課題」 
東京理科⼤学 理⼯学部⼟⽊⼯学科 教授   ⼆ 瓶 泰 雄 様 

「海洋マイクロプラスチックの調査とモデリングにおける現状と今後」 
九州⼤学 応⽤⼒学研究所 教授   磯 辺 篤 彦 様 
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